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幼児の 描画能力と遠近描写に関する
一
研究

　　　　　　　　　　　緒 方 章 嗣

　　　　　　　　　（近畿大学九州短期大学）

　幼児は年齢が上昇するにしたが っ て 、 週動能力や知

能 の 発達と共に知覚能力、造形力が 発 達 して い くとい

われ て い る 。 しかし、造形力が署しい 発達を示 し推移

してい く 4 歳児、5歳児、6歳児の 遠近描写の 能力に開

して は 必 ずしも明確で はない
。 この こ とから、各年齢

の 幼児にお い て、遠近間をもつ 描画対象物をどの よ う

にとらえ表現 して い くか を明らか にす る こ とは 、
こ の

時期 の 幼児の 描画能力の 発逮を総合的に把握する上で

重要 で あ る と考え る。また、幼児の 視力 にっ い て は、4

歳児で 70％以上が視力 1，0、5 歳児で 80％以上が視力

1．O、6歳児で は全員が成人の 視力 1，0 に まで発達して

両眼視が騰 ると言われて い る卩 そ こ で、本研 究で

は、4歳児 、
5 歳児、6 歳児に遠近間 を設定 した 2個の

リン ゴの 絵を描かせ、幼児の年齢が上昇 して い くに し

たがっ て、どの ような遠近描写能力を発揮し、どの よ

うな遠近描画の結果が現れて くるかを調査し、その結

果 を基に 各年齢別で の 推移とその 発逮の 糊 敷をイ メー

ジ画に よる子 どもの 映像的表象の 発逮に関する
一
研究

（緒方、官原、1996）との 関係をも鑑み ながら漕察 し

検討するもの で あるe

　　　　　　　　　　　 笳

被験児 1福岡県内にある 3っ の 保育園の 幼児、4 歳 、 5

歳、6歳の 男1　 121名、女児 125名、総計 246名。 各

年齢 の人数と平均年齢、および 、 年齢の 樮準偏差 （SD）
の 内訳は次の とお りで ある。 4歳児 ：90名 、 平均年齢、

4，5歳 、SD＝2，6、 （男児 43名、平均年齢、4，5歳 、
SD＝2．8

、

女児 47名、平均年齢、4，5 歳、S［》隅2，5、）。5歳児 ：671
’・

名 、 平均年齢 、5，4 歳、SPt2，1、（男児 33名、平均年

齢、5，4歳、SD＝2，　ls 女児 34名 、 平均年齢、5．4歳、

S［周 ．1）。6 歳児 ：89 名、平均年齢、6。5歳、SD＝2．5、

　（男児45 名、平均年齢、6，5歳、SD＝2．・5、女児 44名、

平韭鮪 三齢 、 　6．5歳、 　S炉 2．6）e

用具 ；幼児の描画におい ては、4 歳、5歳、6 歳の 幼児

に描画用具として 16 色の ク レ パ ス を描画 に使用 させ

た e また 、 描画紙 として B4 サイ ズの 白画用紙 を用い

た。

実施方法 ：実施 に 際して は、幼児用の 机 （45cmX

90cm）を 2 たっ っ なぎ （1m80cm）、その 上 に遠近描

写 の 棄材 として使用する同 じ大きさの 2個の リン ゴを

机 の 上 に約 1m50cm の 間隔をとっ て置い た。また、被

験 児 の 描画 用の 机はリン ゴ を置い た机に対し、幼児 2

名ずつ が
一緒に 描画で きるよ うに T 字型 に設 置 した。

被験児の 全員に は、リン ゴをありのままに描画す るよ

うに指示を与え鳥 また、お互い に隣の幼児の 絵を模

倣しない ように注意した。描1画に要 した時間は約 10
分で ある。

遠近描画の 分析 ：幼児が描い た リン ゴ の絵の分析は、
幼児が リン ゴの描画 に取 り掛か る前に、幼児全員に対

して 、 どちらの リンゴが近くにあ り、 運くにあるか、
と、どち らの リン ゴが大きく見え、小さく見え るか を

質問 して 口答での 確認をお こなっ た 。 また
、 明らかに

距雕間を表現して描い た絵と距雕間を表現しない で描

い た描画を選別し、「遠近あり」、
厂遠近なし」の 2項目

に分類して   検定と融 定を行 o たe

さらに 、 被験児の リンゴ の 描画の なかで 、 3 個以上の リ

ン ゴを描い た絵、表現の瞹昧な絵、幼児の 月齢が接近
してい る絵などは調査の対象から除外した。

　　　　　　　　　　績果

　被験児個々 に対 して の 質問内容で ある、 どちらの リ

ン ゴ が近くにあ り、遠くにあるか、どちらの リン ゴが

大きく見え、小さく見えるか、に関 して は、被験児全

員か ら口答で 正確な答えを確認 した。

　次に 、 表 1か ら表 4は 、 被験児 246名の 逮近描写 に

関して の 2項目の 結果を表したもの で ある 。

　表 1の 各年齢別での   検定の 結果は、4 歳児で有意
差が無く、5歳児で pく，05、6歳児で p〈，Otの有意差が

ある。

　表2の 各年齢で の男児、女児別の   検定の 結果では、

4歳児、男児女児とも有意差無 し、 5歳児、 男児有意差

無 し、女児pく，05、6歳児、男児 pく，Ol、女児 pくOlで

有意差がある。

　表 3 の 隣撞する年齢聞での ）ξ検定の結果で は、4 歳

児と5歳児聞で pく．05、5歳児 と6歳児聞で p＜．OO1の

有意差がある。

　表 4 の 男児、女児別の 各年齢間で の xt検定の 結果で

は、男児、 4歳児と5歳児間で有意差無 し、 5歳児と6
歳児間で pく，05の 有意差が あ り、女児 では 、 4歳児と5
歳児間 で有意差無 し、5歳児と 6 歳児聞で pく，01有意
差がある。

　　　　　　　　　　 考察

　本研究の結果につ いて幾つ か の 考察を行う。 まず、
被験児個 々 に対して の 本調査に関する遠近の 認識 の確

認で は、間隔をお い た 2個の リン ゴ の 遠近 と、それで

生じる大小関係での視覚的な認識 におい て、被験児全

員か ら 口答で正 確な答えを確認で きた こ とか ら、4歳

児、5 歳児、6 歳児は描画対象になる2個 の リン ゴの
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遠近の 位置関係 とそ れに よる大小の 見え方に っ い て は、

視覚的 に正 確に とらえて その 状態を把握することが可

能 で ある こ とがわかる。

　 次 に、表 1 の CR検定の 結果 にお い て 、 4歳児で は有

意差が 認め られ ず、5 歳児で は 5％水準、6歳児で は 1％

水準で 有意 で あ る 。
こ の こ とは、4 歳児の 遠近描写 率

47，8°Zoで の 描画 形態の 特徴とし て は、観察 した対象物

を描画 で 再表 現 （再提示 ） しようとする際に一時的な

観察だけで済ませ て しま い、瞬時 に獲得した自分の 映

像的記
’
慮の イ メージの み に頼っ て描画を続行 して い く

傾向が多く見 られ 彪 よっ て、4 歳児 の 半数弱は 、 表

象として 不安定で 正確さを欠く要素 を もつ 映 像的表象

の み に 頼 る傾向を示 して い る こ とが推測 で きる。次に，

5歳児、6歳児の 逮近描写で は、年齢の 上昇につ れ てそ

の 描 画 は 5歳児、64，2％、6 歳児、88，8％ と上昇し推

移する 。 そ して 、 そ の描描画形 態の 糊 蛍は、4 歳児と

は 異 な り、描 画 中 に おい て の 観察回数 が 徐 々 に 多 くな

，り、複雑 な開係 に あ る対 象物をより正 確に把握 しよ う

と して繰 り返 し観察する傾向が見 られ るよ うに なる。

こ の こ とは 、 （緒方、官原、1996＞の 結 果 にお い て も示

され た様 に、描画 の 精緻 化能 力の 発 逮に も関速 してい

るこ とが考えられ る 。

　 また、at　2の 各鰤 にお い ての男児間、女児聞での

比較で は 4 歳児は共 に有意差無し。5 歳児は男児が有

意差無 しで女児が 5％水準で有意で あ る。 よっ て、5

　 　　表 1 幼 児の 年 齢別 の 遠近描写

歳児で は女児の ほ うが男児より遠近描写能力が優勢に

進んで い るこ とが わか る。また、6 歳児で 男児、女児

共に 1％水準で 有意で あるとい うこ とは、6 歳児ぐら

い になる と観察力 と描写能力が 増大 して、顕箸に還近

の 描写能力が 発 逮 してい る こ とを示 して い る。

　さらに、表 3 の 隣接す る年齢聞で の xt検定で は、4

歳児よ り 5歳児の ほ うが 5％水準で有意、5歳児 よ り

6歳児の ほ うが o，1％水準で有意差を示 してお り、隼

齢の 上昇につ れて的確な描画が行われ てい る ことがわ

か る。また、表 4 での 男児 女児別の隣接する年齢間

での X験定の 結果にお い て も同様なこ とが推測で きる。

　以上 の こ とか ら、4歳児、5歳児、 6歳児間で は視
力が発 選す るにつ れ て逮近表 現の 描画能力も発 逮 して

い るこ とが認め られ彪 また、もの の 遠近や大小に対

して は、視覚的に正確 に把握で きて い るに もかかわ ら，
ず、描写結果としての 描画で は 、 その 視覚的な正確 さ

とは必ず しも一致 しなか っ た こ とは 大変興廉深 い
。

　今回の 幼児の 遠近描画調査で は 、 2個の リン ゴの 聞

隔の 遠近描画 に関 しての み で あ り、大小関係の 表現に

関 して の 調査 は行 っ て い ない
。 しか し、 本研究での 幼

児の 遠近 描写 の描画有肋 を さらに明らか に して い くた

め には、もの の遠近関係を描画 して い るか どうかを、
よ り正確に知るた めに 、 遠近描画の 表現におい て重劉

で不可欠な要素である大小関係に 閲しての 再調査が必

翼で あ る と考え る，

人 数

平均 年 齢

標準 偏 差 ．
還 近 描写

4磯 児

9◎

5歳児

67

5歳児

89

5542 4152 5562

あり な し あり なし あり な し

人 数

　 ％

4347

．8
’

4752

．2
4364

．2 事

2噸

コ5，8
　 79B8

．8 榊

Ioil

．2
ホ p く 、D5　ホ 串 p く ，O｝ （標 準 偏差 は月齢 より算出）

表2 幼 児の 各年 齢にお ける男女別 の 還近描写

別

数

性

人

男 児

43

襯 児

児

7

女

4

児

3

男

3

5歳児

女児 男児

45

5歳児

女児

44

平均 年齢

標箪 偏 差

4，52
，s

5542 5．42
，1

5．42
，1

6，52
．5

5652

遠近描写　　あe　　 なし　　あ ワ　　 なし　　あワ　　 なし　　あワ　　なし　　あワ　　なし　　あり　　な し

人 数

　 ％

串p く 、05　＊＊p く ．Oi

21　　　 22　　　 22　　　 25　　　 20　　　 13　　　 23　　　 11　　　 38　　　 7　　　 41　　　 3
48．日　　　51、Z　　　46．8　　　53．2　　　60，5　　　39．4　　　67、6 寧　　ユ2．4　　図．4 零 事　　15，6　　93．2 緋 　　　6．8
　 　 　　 　 　　ζ標準偏差は月 齢より算出）

X3 幼児 の 隣棲する年 齢の 邇近描写

　 　 　 　 　 　 全　　　　体

年 齢 　 　 4歳 　 　 　5歳 　 　 　6暇

N4 幼 児の 男女別の 還近描写

　 　　 　 　　 　 男　児　　　　1

年齢 　 　 槭 　 　 　5歳 　 　 6歳
　 　 　 女 児

9歳　　　5畿 　　　6歳

盗 近あり　 43 ．寧　 d3　桝 　79

邂 近 なし　 47　 　 　 24　 　 　 1e
選近 あウ　 21

遠 近なし　 2220

　 牟　 38

13　　　　 7

25ワ胃
2

23　 躰 　　 41

】L　　　　 3
掌p く 、05　串 ホpく．Ol　拳料 p〈．001 寧pく ，05　零 寧 p＜ ，01
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